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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
齧歯類のヒゲに対する刺激が大脳皮質一次体性感覚野（S1）内のバレル野でどの

ように処理されているかについては多くの研究がなされている。一方で、皮膚に対

する振動刺激がS1のバレル野以外の領域でどのように処理されているかについては

十分に調べられていない。特に、S１内の神経細胞が様々な振動周波数の刺激に対し

てどのように応答するかについては報告がない。そこで本研究は二光子カルシウム

イメージングを用いて、S１後ろ足領域において興奮性・抑制性細胞の神経応答を観

察した。興奮性細胞は刺激の振動周波数に対して比較的鋭い選択性を示し、抑制性

細胞はより幅広い選択性を示した。個々の細胞の最適周波数の空間的分布を調べた

ところ、異なる最適周波数を持つ興奮性・抑制性細胞が「ゴマ塩状に」混在してい

た。さらに、似た刺激選択性を示した興奮―抑制性細胞ペアと抑制―抑制性細胞ペ

アにて高いノイズ相関を示す傾向が認められた。これらの結果から、興奮性細胞は

特定の刺激を表現し、似た刺激選択性を持った抑制性細胞と連携して働く機能的ネ

ットワークを形成していることが示唆された。 

 

以上の成果はこの方面の研究に知見を加えた意義あるものと考えられる。本論文

についての試験は、まず研究目的、方法、結果などについて説明を求め、次いで各

調査委員より専門的な観点から論文内容及びこれに関連した事項について種々質問

を行ったが、おおむね適切な回答を得た。よって調査委員合議の結果、試験は合格

と判定した。


